
伊⾖⼤島⽕⼭地質図（暫定版 2021）説明書 
 

活断層・⽕⼭研究部⾨ 川辺禎久 
 

伊⾖⼤島⽕⼭地質図（暫定版 2021）は，「伊⾖⼤島⽕⼭地質図（1998）」出版後の調
査などにより 2020 年までに判明した新知⾒から作成した地質図である． 

現在，「伊⾖⼤島⽕⼭地質図 第 2 版」出版のための野外地質調査を進めているが，
2020 年度末時点での成果を取りまとめ暫定版として公開する． 

含まれている内容は 
・2.5 万分の⼀ 地質図（izuoshima_provisionalver2021_map.pdf） 
・凡例（izuoshima_provisionalver2021_legend.pdf） 
・年代表（izuoshima_provisionalver2021_age.pdf） 
・伊⾖⼤島⽕⼭地質図（暫定版）説明書（izuoshima_provisionalver2021_.pdf） 
 
である． 
なお暫定版であるため凡例その他は必ずしも JIS に従っていない． 

 
「伊⾖⼤島⽕⼭地質図（1998）」からの主な変更点は以下のとおりである． 
1．溶岩流の分布 

空中レーザー測量 DEM，野外地質調査などで新期⼤島層群溶岩流分布の正確性向上． 
以下に主要な修正を⾏った溶岩流を⽰す． 
・Y1 期，Y2 期，Y3 期溶岩流分布（特にカルデラ内および⼭体中腹域分布） 
・Y4 期側噴⽕溶岩流分布 
・N1 期側噴⽕溶岩流分布 

 
2．側⽕⼭ 

空中レーザー測量標⾼データ，空中写真解析などで側⽕⼭地形を抽出し，⾒直しを進め
た． 

・Y4 期側⽕⼭列を地形，噴出物組成から北⻄側にカルデラ内付近まで延伸 
・N1 期側⽕⼭とされていた側⽕⼭（モッコク）が Y4 期と明らかとなったので修正 
・Y5 期側⽕⼝列の位置を修正 
・北⻄部，南東部にて空中レーザー測量 DEM，野外地質調査などで新たに判明した側
⽕⼭の追加 
・北東部蜂の尻⽕砕丘南⻄側のカルデラ縁付近に新規側⽕⼭追加 
・⿓王崎タフリングの追加 

 



3．⽩⽯⼭・櫛形⼭ 
これまで側⽕⼭とされていた⽩⽯⼭，櫛形⼭はいずれも複成の⽕⼭体であること，低重

⼒異常を⽰すこと，及びその地形から，最新カルデラ形成以前の中央⽕⼝丘とした． 
 
4．海岸部 
海岸部に分布する⼟⽯流堆積物および海浜砂礫を記述． 

 
5．年代値 

・最新カルデラ形成期 S2 期の年代を約 1400-1500 年前から最近の AMS 年代測定値に
基づき約 1700 年前に変更． 
・2000 年以降に測定，公表された放射性炭素年代値に基づき新期並びに古期⼤島層群
年代値を最新データに変更． 

 
6. 地質区分 

伊⾖⼤島⽕⼭の地質区分は，「伊⾖⼤島⽕⼭地質図（1998）」では⼀⾊（1984）に準
じていたが，暫定版では Nakamura（1964）の区分に従った．これは，⼀⾊（1984）
も述べているように 2つの区分は本質的な差はないこと．古期・新期⼭体（⼀⾊）と古
期・新期⼤島層群（Nakamura）で，古期・新期が 1ユニットずれており混乱を招きか
ねないこと．多くの⽂献で Nakamura（1964）の区分を採⽤していること．これらのこ
とから今回は先に命名され広く使⽤されている Nakamura の区分を採⽤した． 
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基図として利⽤した地形図は国⼟地理院 基盤地図情報（https://www.gsi.go.jp/kiban/）で
公開されているデータから作成した 2.5 万分の 1 地形図を使⽤した． 


